
式
で
は
久
津
間
憲
通
井
原
市

社
会
福
祉
協
議
会
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
地
域
福
祉
に

関
わ
り
大
き
な
功
績

を
残
し
た
と
し
て
、

大
坪
正
廣
民
生
児
童

委
員
ら
12
人
が
福
祉

功
労
表
彰
を
受
賞
し

た
。大

坪
氏
は
川
相
肇

氏
（
倉
掛
１
組
）
の

後
任
と
し
て
平
成
16

年
12
月
、
民
生
児
童
委
員
に
着

任
。
以
後
４
期
12
年
、
地
域
の

高
齢
者
福
祉
を
支
え
る
な
ど
、

地
道
な
貢
献
活
動
を
続
け
た
。

大
坪
氏
と
と
も
に
２
期
６
年

同
委
員
を
務
め
た
丸
山
節
子
氏

（
18
❘
１
組
）
も
こ
の
ほ
ど
退

任
し
た
。

両
氏
は
「
地
域
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や

児
童
ら
の
見
守
り
活
動
等
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
話

し
て
い
る
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
12
月
３

日
、
つ
ど
え
～
る
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
き
、
会
員
ら
約
40
人

が
参
加
し
た
。

中
島
知
子
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
ア
マ
チ
ュ
ア
音

楽
グ
ル
ー
プ
Ｐ
＆
Ｐ
（
倉
橋
一

郎
氏
＆
藤
代
直
人
氏
）
の
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
で
集
い
は
ス
タ

ー
ト
。
懐
か
し
い
ヒ
ッ
ト
曲

「
冬
景
色
」
「
銭
形
平
次
」
、

水
戸
黄
門
の
主
題
歌
「
あ
あ
人

生
に
涙
あ
り
」
「
人
生
い
ろ
い

ろ
」
「
ふ
る
さ
と
」
の
メ
ド
レ

ー
に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

Ｐ
＆
Ｐ
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に

「
北
国
の
春
」
「
四
季
の
歌
」

「
高
原
列
車
は
行
く
」
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
を
合
唱
す
る

と
雰
囲
気
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
。

２
部
で
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
っ
て
、
今
年
も
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
な
っ

た
。

平
成
28
年
度
井
原
公
民
館
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
11

月
６

日
、
井
原
小
学
校
で
あ
っ
た
。

倉
掛
の
１
回
戦
の
相
手
は
猪

清
。
両
チ
ー
ム
と
も
に
好
プ
レ

ー
が
随
所
で
み
ら
れ
る
な
ど
引

き
締
ま
っ
た
展
開
と
な
っ
た

が
、
３
回
裏
に
倉
掛
の
打
線
が

爆
発
。
４
回
表
の
猪
清
の
攻
撃

を
小
川
投
手
が
１
点
に
抑
え
、

14
❘
５
と
快
勝
し
た
。

続
く
準
決
勝
の
向
町
戦
も
互

角
の
点
の
取
り
合
い
と
な
っ
た

が
、
４
回
に
向
町
が
入
れ
た
３

点
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
重

く
の
し
か

か
り
、
結

果
的
に
５

❘
８
で
敗

れ
た
。
女

子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の

試
合
は
行

わ
れ
な
か

っ
た
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
倉
掛
地

区
の
民
生
児
童
委
員
二
人
が
12

月
１
日
で
交
代
し
、
新
た
に
細

羽
正
敏
氏
（
倉
掛
５
❘
２
組
）

と
瀬
川
治
子
氏
（
倉
掛
18
❘
１

組
）
が
着
任
し
た
。

倉
掛
少
年
団
関
係
者
35
人
が

11
月
９
日
、
倉
掛
地
内
を
回
り

防
火
を
呼
び
掛
け
た
。

出
発
式
は
午
後
７
時
か
ら
つ

ど
え
～
る
で
行
わ
れ
、
冒
頭
、

丸
山
剛
育
成
会
長
が
「
９
日
か

ら
15
日
ま
で
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
防
火
意

識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
火
の
取

り
扱
い
に
注
意
し
、
二
日
間
の

防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
来
賓
の
倉
掛
自
治
連
合
会
・

谷
和
政
副
会
長
は
「
倉
掛
少
年

団
防
火
ク
ラ
ブ
隊
の
活
動
は
昭

和
61
年
に
始
ま
り
、
31
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
友
情
、
秩

序
、
奉
仕
を
守
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
、
井
原
分
団
の
妹

尾
英
哲
本
部
長
は
「
倉
掛
地
区

の
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
へ
元
気
よ
く
大
き
な
声
で

火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
団
員

ら
を
激
励
し
た
。

こ
の
あ
と
全
員
で
「
火
の
用

心
、
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も

と
」
な
ど
と
拍
子
木
を
打
ち
な

が
ら
防
火
を
訴
え
、
倉
掛
の
北

部
を
巡
回
、
翌
10
日
は
南
部
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
。

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞 平成28年12月21日発行 第120号
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（１）

〈 発行所 〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

平
成
28
年
度
井
原
市
社
会
福
祉
大
会
（
井
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
）
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原
メ
ル
ヘ
ン
ホ
ー
ル
で

11
月
30
日
、
関
係
者
多
数
を
迎
え
て
開
か
れ
た
。

公

民

館

杯

２

回

戦

惜

敗

倉
掛
ソ
フ
ト
同
好
会

民
生
児
童
委
員
の
大
坪
氏

福

祉

功

労

表

彰

を

受

賞

●
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
＝
民
生
委
員
は
、
都
道
府

県
知
事
の
推
薦
に
よ
り
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
民
間

奉
仕
者
。
地
域
の
身
近
な
支
援

者
と
し
て
活
動
し
、
福
祉
課
題

な
ど
の
援
助
や
指
導
を
行
う
児

童
委
員
も
兼
ね
て
い
る
。
１
９

９
４
年
１
月
か
ら
は
児
童
福
祉

に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担

当
す
る
主
任
児
童
委
員
制
度
が

設
け
ら
れ
、
民
生
委
員
の
な
か

か
ら
選
出
さ
れ
る
。
任
期
は
共

に
３
年
。

サロンあすはクリスマス会

細
羽
正
敏
民
生
児
童
委
員

瀬
川
治
子
民
生
児
童
委
員

倉
掛
地
区
民
生
児
童
委
員

丸
山
節
子
氏
も
退
任

６
年
の
活
動
に
終
止
符

地
域
回
り

倉
掛
少
年
団
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

懐かしい歌の数々でサロンの参加者を魅了したＰ＆Ｐ

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計

猪清 １ ２ １ １ ５

倉掛 ２ ０ 12 × １４

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計

向町 ０ ２ １ ３ ０ ２ ８

倉掛 ０ ２ ３ ０ ０ ０ ５

数々の地域活動に関わって
きた倉掛２組の大坪正廣氏

市 社 会
福祉大会



鬼
ま
つ
り
で
知
ら
れ
る
井
原

町
秋
季
大
祭
が
10
月
23
日
に
執

り
行
わ
れ
、
倉
掛
少
年
団
は
道

中
安
全
祈
願
を
終
え
、
子
ど
も

み
こ
し
や
鬼
に
扮
し
た
小
学
３

年
以
下
の
児
童
ら
と
と
も
に
町

内
を
練
り
歩
い
た
。

井
原
分
団
第
３
部
の
団
員
と

Ｏ
Ｂ
ら
有
志
も
千
歳
楽
を
繰
り

出
し
、
先
導
車
の
祭
ば
や
し
に

乗
っ
て
倉
掛
夏
目
地
区
へ
防
火

や
活
性
化
を
呼
び
掛
け
た
。

情
報
機
器
を
活
用
し
て
ま
ち

づ
く
り
の
学
習
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

が
11
月
23
日
、
広
島
県
の
西
条

と
竹
原
を
訪
ね
る
研
修
会
を
実

施
し
、
メ
ン
バ
ー
20
人
が
参
加

し
た
。

同
ク
ラ
ブ
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し

た
バ
ス
は
、
午
前
８
時
30
分
に

つ
ど
え
～
る
を
出
発
し
て
笠
岡

Ｉ
Ｃ
か
ら
一
路
西
へ
。
広
島
大

学
移
転
を
機
に
大
き
く
発
展
し

た
東
広
島
市
西
条
へ
は
約
１
時

間
半
で
到
着
。
さ
っ
そ
く
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
（
パ

ソ
コ
ン
講
師
）
の
案
内
で
白
壁

が
鮮
や
か
な
酒
蔵
通
り
を
見
て

回
っ
た
。
広
島
の
代
表
的
酒
造

メ
ー
カ
ー
の
各
酒
蔵
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
試
飲
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ

て
、
外
国
人
観
光
客
ら
も
次
々

と
訪
れ
て
い
た
。

午
前
11
時
30
分
に
西
条
を
出

て
湯
坂
温
泉
賀
茂
川
荘
で
昼
食

を
と
り
、
次
の
目
的
地
の
竹
原

へ
移
動
。
江
戸
時
代
後
期
の
儒

学
者
・
頼
山
陽
が
育
っ
た
安
芸

の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る

た
け

は
ら
町
並
み
保
存
地
区

を
ゆ

っ
く
り
と
散
策
し
た
。

帰
り
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
、
予
定
通
り

午
後
５
時
前
に
井
原
へ
帰
着
、

お
互
い
に
「
意
義
深
く
楽
し
い

交
流
研
修
会
だ
っ
た
」
と
話
し

な
が
ら
解
散
し
た
。
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12/25  正月しめ飾り作り方教室
つどえ～る 9：30～

12/25  全国高校駅伝競走大会
12/28  官公庁仕事納め
12/28～29 井原市消防団夜警活動

1/ 1  郷社新年祈願祭（1日～2日）
1/ 4  官公庁仕事始め
1/ 4  井原分団第３部会計報告

1/ 8  井原分団第３部試運転日
1/ 8  井原市成人式
1/ 8  井原線DE得得市 感謝デー
1/ 8  つどえ～る写真コンテスト

作品展示最終日
1/14  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収

1/15  井原市消防出初式
1/20  つどえ～る新年交流会
1/21  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール
1/28～29 郷社厄除け祈願祭
- - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～
※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

越年祈願祭：12月31日 23：45～0：30

新年祈願祭：1月1～2日 9：00～15：00

１月28日（土）9：00～12：00

１月29日（日）9：00～12：00

「一生懸命」をテーマにした2016つどえ～る

写真コンテストの作品展示が12月14日から始

まっている。応募40点から金銀銅と特別賞計

11点が選ばれた。会期は29年1月8日まで。

受講料は1回2時間500円（資料代別途）。

年会費1000円。指導者は重政陽子講師。内容

はワード・エクセル・メール・インターネッ

トなどで受講内容は選択できる。週3回開か

れており、火曜と土曜が午前9時30分～、木

曜は午後1時30分～。(つどえ～る・62-9090)

■郷社足次山神社・新年祈願祭

■つどえ～るパソコン受講者募集

地域住民の協力が不可欠の資源回収

資源回収には自治会関係ボランティア

を含む親子ら40人が参加＝11月20日

井原町秋季大祭倉

掛

少

年

団

後

期

活

動
資源回収や
クリスマス会…

井
原
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
が
行
わ
れ
、
井
原
町
内
約

６
㎞
を
標
準
時
間
に
近
い
速
さ

で
歩
く
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

に
挑
戦
＝
11
月
12
日

井
原
公
民
館
で
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
き
、
40
人
が
参
加
。
団

員
や
育
成
会
員
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
出
し
物
を
楽
し
ん
だ

＝
12
月
４
日

■つどえ～る写真コンテスト作品展示
安倍総理がオバマ大統領
に勧めた賀茂鶴の大吟醸

倉掛地内を練り歩く少年団の子どもみこし

後方は賀茂鶴酒造隣にある江戸時代広島藩最大の本陣跡＝東広島市西条

■郷社足次山神社・厄除け祈願祭


